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各クエリ中の総量は
この程度か！

タスクの開始時

タバコ 値上がり

喫煙 美容 影響

喫煙 メリット

喫煙 疾患 関連性

喫煙 癌 リスク

各検索の終了時

タバコ 値上がり

喫煙 美容 影響

喫煙 メリット

喫煙 疾患 関連性

喫煙 癌 リスク

結構調べたな！
次のクエリは…

タスクの終了時

タバコ 葉巻 比較

喫煙 美容 影響

喫煙 影響 脳

喫煙 疾患 関連性

喫煙 メリット

どのクエリでも
十分に調べたな！

タバコ 影響

お金肺癌

このままタバコを
吸い続けたら？

肺癌とお金は
もう分かった

重要な検索結果は
まだある？

どんなクエリに
切り替えれば？

全体を
調べ尽くした？

既閲覧文書と検索結果文書の
両方から得られる利得

既閲覧文書から得られた利得

検索結果中の未閲覧文書集合の
閲覧により獲得可能な追加の利得未閲覧情報量 ＝

（サブトピックマイニング手法を利用して値を推定）

網羅性指向タスクにおける未閲覧情報量の提示インタフェース

高相関トピック全トピック 低相関トピック
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𝑡：検索トピック
𝐷#：ユーザ 𝑢 の既閲覧文書集合，
𝐷./：クエリ 𝑞 の上位 𝐾 件の検索結果文書集合

トピックの多様な観点に関する情報の網羅的な収集が必要

網羅的情報収集タスク

定式化

評価 • 24名の被験者・4種類のトピックでユーザ実験：提案UI（w/ scent） vs. 未閲覧情報量なしUI（w/o scent）

結果#1 提案UI利用者は一定時間経過後も高い利得を獲得 結果#2 提案UI利用者は単位時間当たりに高い利得を獲得

網羅性の低い検索結果 → 検索回数の増加

ineffective queryineffective queryineffective query

適切なクエリの作成が困難問題①

検索の終了判断が困難

長期継続 → 時間の無駄 早期終了 → 重要情報の見逃し

問題②

推定精度の高い未閲覧情報量の提示 → 網羅的情報収集タスクにおけるユーザの検索行動を（非）効率化

そのうち未閲覧なもの（未閲覧情報量）

提案

検索結果中に存在する重要な情報の総量

梅本 和俊（NICT/東京大学），山本 岳洋（京都大学），田中 克己（京都大学）

これまでの検索で調べ切れていない重要な情報の量を
可視化するクエリ推薦インタフェース

利得
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重要性：重要な観点に関する文書 > 瑣末な観点に関する文書

適合性：観点適合度の高い文書 > 観点適合度の低い文書

新規性：未探索の観点に関する文書 > 探索済の観点に関する文書

3種類の性質を考慮

NTCIRテストコレクション使用

• NTCIR INTENT, INTENT-2, Imine タスクのトピックと正解データを利用


